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Aさん（男性90歳代）要介護３の方の実例

膀胱癌の手術後、尿閉がありナースによる導尿が、
毎日複数回必要な状況であった。
毎日訪問が行える訪問看護ステーションを探していた。
利用者様の自己負担が高額になることを考慮し、
訪問回数を減らすため、膀胱留置カテーテルを夜間のみ
留置（ナイトバルーン）することを医師に提案した。
毎日夕方、訪問看護がバルーンの留置を行い、
バルーン抜去が家族と利用者様でできるように2週間指導
を行った。その結果、朝のバルーン抜去を訪問看護が
介入せず行えるようになった。月曜日～日曜日の毎日、
夕方30分訪問し、在宅での生活は継続できている。

あわーずは、

365日、毎日、定期の土日祝
でも訪問します！

ご利用者様の希望に添う事ができた事案を
紹介します！

土日・祝日
あわーず福岡八幡訪問看護リハビリステーションは

（平成29年5月発行）

定期の



〒805-0061
福岡県北九州市八幡東区西本町
1-3-18KTOビル 302

あわーず福岡八幡 訪問看護リハビリステーション

050-6861-0700TEL

FAX 093-671-3732

事業所番号：4066690530

「年をとると誰でもうつっぽくなる」と言われることがありますが、一般的な

老化現象とうつ病はまったく異なるものです。しかし、高齢者のうつ病は、

通常の診断基準に頼るだけでは見落とされてしまう可能性があります。

高齢者では、典型的なうつの症状を示す人は1/3～1/4程しかいないと

言われています。症状の一部が特に強く現れたり、逆に一部が弱くなったりして

いることが多いので注意が必要です。また、認知症のように見える事があり、

両者の鑑別は大変難しく、特に家族等からの情報が診断の際に重要です。

うつ病 認知症

症状の現れ方 急にもの忘れが現れ、急激に症状がすすむ 長い期間をかけてもの忘れが現れてくる

訴え方 もの忘れや憂うつ感などの症状を強く訴える 症状を否定したり、軽めに言う

記憶力・集中力の低下 よく訴える 特に訴えない

感情 抑うつ症状が常にある 変化しやすく抑うつ症状がないことが多い

自責感 強い 申し訳ないとしきりに言う 薄い。大変さを強調し、いじめられているなど
と述べることが多い

社交性 ない 表面的な社交性がある

問いかけや質問に対す
る答え

受け答えがしっかりしている 見当はずれの返事が返ってくる

♥ハートをお届け♥


